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観か
ん
じ
ざ
い
ぼ
さ
つ

自
在
菩
薩

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

小 久 保 嶺 石 先 生 書

漢 字 半 紙（誌友〜五段）漢 字 半 紙
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平へ
い
じ
ょ
う
せ
ん
と

城
遷
都

（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

小 久 保 嶺 石 先 生 書

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

課題は段級別です。ご注意ください。漢 字 半 紙 （四段〜初段）漢 字 半 紙
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業な
り

平ひ
ら

道み
ち

小 久 保 嶺 石 先 生 書

課題は段級別です。ご注意ください。

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

漢 字 半 紙（１級〜10級）
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秀し
ゅ
う

歌か

之の

體て
い

大た
い

略り
ゃ
く

　
　
〈
筆
者
〉
近こ

の

衛え

家い
え

煕ひ
ろ

（
一
六
六
七
〜
一
七
三
六
・
江
戸
中
期
の
能
書
家
・
号
は
予
楽
院
）

夕
暮
は
雲
の
者は

た
て
尓に

物
所ぞ

お
无も

ふ　

あ
末ま

徒つ

空
那な

る
人
を
こ
ふ
と
弖て

『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
一　

恋
歌
一　

484 

読
み
人
知
ら
ず

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

提
出
用
紙
─
や
や
薄
手
の
短
冊
練
習
用
紙
。

　
　
　
　
　

 

二
つ
折
に
て
郵
送
で
き
る
も
の
。

幅 約6㎝

短
冊
に
つ
い
て

長
さ 

約
36.5
㎝

余
白 

上
部
を
お
よ
そ
1／

4（
約
9
㎝
）ま
た
は
お
よ
そ
1／

3（
約
12
㎝
）空
け
る

　

鎌
倉
末
期
頃
よ
り
和
歌
を
し

た
た
め
る
書
式
と
し
て
広
ま
り

ま
し
た
。
横
約
6
㎝
、
縦
約

36
・
5
㎝
の
大
き
さ
で
全
懐
紙

を
た
て
に
八
等
分
し
た
大
き
さ

で
す
。
短
冊
に
は
上
下
が
あ
り
、

雲
・
霞
形
は
広
い
ほ
う
が
、
濃

淡
は
濃
い
ほ
う
が
、
着
色
が
異

な
る
場
合
に
は
色
の
濃
い
ほ
う

が
上
と
い
っ
た
も
の
で
、
練
習

用
紙
な
ら
ば
、
糊
付
け
さ
れ
て

い
る
方
が
上
に
な
り
ま
す
。

書
式

　

伝
統
的
な
書
式

◯�

短
冊
の
上
部
を
1
／
3
ま
た
は
1
／
4
空
け
、
歌
を

書
き
始
め
る
。

◯�

墨
継
ぎ
は
和
歌
の
場
合
、
第
一
句
・
三
句
・
五
句
で

行
う
。

◯�

下
部
が
詰
ま
り
過
ぎ
な
い
よ
う
、
少

し
空
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

◯�

行
間
や
、
字
粒
に
も
気
を
つ
け
、
作

品
と
し
て
調
和
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
最
近
で
は
、
こ
の
よ

う
な
伝
統
的
な
書
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

自
由
に
書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◯�

出
品
の
際
に
は
、
必
ず
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別

出
品
券
を
表
面
左
下
に
貼
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。
裏

面
に
は
不
二
教
室
名
、
氏
名
を
鉛
筆
書
き
し
て
く
だ

さ
い
。

か な 半 紙 （誌友〜五段）
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う
ら
三み

わ
ひ�

本ほ

さ
ぬ
曽そ

て
多だ

尓に�

あ
留る

も
の
越を�

こ
ひ
二に

久く

遅ち

奈な

无む��

な
こ
そ
を
し
介け

れ

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

川 島 史 子 先 生 書

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

か な 半 紙（四段〜初段）
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者は

尓に

本ほ

登と　

利り

里り

可か

多た　

曽そ

那な

奈な

奈な

安 東 聖 空 書 「 梅 雪 か な 帖 」よ り

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
20
ペ
ー
ジ
）

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

か な 半 紙 （１級〜10級）



課題　横額　「無限」 石橋鯉城先生書

※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをして

ください。

（用紙　画仙紙半切½）

　『無』

○ 無では横画三本をリズムよく

　その横画は
、と書き

○ その中の縦画は

とと書いてみよう。

その四つの点は三つにして1、２

３

｜｜

と書くと筆が使えて文字と

なるのです。

　『限』

○限は ①   ②         ③

　

とコザトヘンをつくり

  ①   ②      ③      ④

の呼吸で書く。

〈用具・用材〉

筆＝永昌大号条幅を全部下して使用　

墨＝虎（鯉城題字墨二十年物）

用紙＝中国画箋（単宣）半切二分の一

イチニイサン

　
『
無
』

○ 

無
で
は
横
画
三
本
を
リ
ズ
ム
よ
く

　

そ
の
横
画
は

、

と
書
き

○ 

そ
の
中
の
縦
画
は

と

と
書
い
て
み
よ
う
。

そ
の
四
つ
の
点
は
三
つ
に
し
て
1
、
２

３

｜
｜

と
書
く
と
筆
が
使
え
て
文
字
と

な
る
の
で
す
。

　
『
限
』

○
限
は 

①   

②         

③

　

と
コ
ザ
ト
ヘ
ン
を
つ
く
り

  

①   

②      

③      

④

の
呼
吸
で
書
く
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
大
号
条
幅
を
全
部
下
し
て
使
用　

墨
＝
虎（
鯉
城
題
字
墨
二
十
年
物
）

用
紙
＝
中
国
画
箋（
単
宣
）半
切
二
分
の
一

イ
チ

ニ
イ
サ
ン

扁額の書をつくる（誌友〜初段） 　課題は段級別です。ご注意ください。
A

落 款
教
室
名
 段
 氏
名
 級

B
月
別
出
品
券

月
別
出
品
券
と
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
の
貼
り
方

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券

B A
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（用紙　画仙紙半折1/2・たて68㎝×よこ35㎝）

斑
… 

二
つ
の
王
を
強
め
に
書
こ

う
。
最
初
の
王
の
下
を
払

い
、
次
の
文
字「
鳩
」の
間

を
貫
く
よ
う
に
考
え
て

「
文
」を
小
さ
く
明
る
く
加

え
、
最
後
の
王
で
締
め
た

い
も
の
。

鳩
… 

左
の
九
を
や
や
小
さ
く
し

て
、
右
の
鳥
を
大
き
く
画

数
の
多
い
こ
と
を
考
え

て
、
伸
び
や
か
に
。
い
か

に
も
飛
ん
で
い
る
か
の
よ

う
に
文
字
に
動
き
を
求
め

よ
う
。

宮
… 

上
の
鳩
字
の
間
を
空
け
た

分
、「
う
か
ん
む
り
」
の

点
を
中
央
に
位
置
さ
せ
、

口
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
表
現

す
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
条
幅　

墨
＝
和
墨

（
油
煙
墨
）　

紙
＝
中
国
画
仙

※
作
品
識
別
の
た
め
、
作
品
下
部
に

教
室
・
氏
名
の
鉛
筆
書
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

斑い
か
る
が
の
み
や

鳩
宮

〈
大
意
〉�
厩う

ま
ど
の
み
こ

戸
皇
子（
聖
徳
太
子
）が
現
在
の
奈
良
県
生い

駒こ
ま

郡
斑い

か
る
が
ち
ょ
う

鳩
町
に
営
ん
だ
宮
殿
。

〈
解
説
〉

・
行
書
の
基
本
的
な
書
き
ぶ
り
を
学
ぼ
う
。

・
神
社
仏
閣
の
額
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

・ 

半
切
二
分
の
一
の
大
き
さ
に
課
題
文
字
を
配
分
し
て

書
こ
う
。

・ 

作
品
の
ま
と
め
と
し
て
大
切
な
の
で
落
款
の
書
き
方

を
学
ぶ
。

※ 

落
款
：
落ら
く
せ
い
か
ん
し

成
款
識
の
略
。
書
画
作
品
を
書
い
た
後
、
署
名
捺
印

す
る
こ
と
。
署
名
だ
け
、
押
印
だ
け
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。

小
久
保
嶺
石
先
生
書

漢
字
条
幅
（
１
級
〜
10
級
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

た
て
画
は

や
ゝ
斜
め
に

強
く

　

締
め
る

飛
ぶ
鳥
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

大
き
め
に
リ
ズ
ム
を

口
二
つ
に
変
化
を
つ
け

落
款
を
あ
ま
り
お
お
き
く

せ
ず
に
書
く
こ
と

（

）

点
を

中
央
に

小
さ
く
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〈
読
み
〉
涼
し
さ
や　

奈
良
の
大
仏　

腹
の
中

〈
出
典
〉
漱
石
俳
句
集
（
岩
波
文
庫
）

〈
大
意
〉 

奈
良
の
大
仏
殿
は
い
か
に
も
大
き
な
建

築
物
だ
。
外
は
炎
天
下
な
の
に
、
こ
の

場
は
大
仏
さ
ま
の
腹
の
中
ま
で
涼
感
が

漂
っ
て
い
る
。

〈
解
説
〉

○ 
漢
字
の
多
い
作
品
で
す
の
で
重
く
な
ら
ぬ
よ
う

細
い
線
を
交
え
て
書
く
。

○ 「
大
佛
」を
や
ゝ
大
き
め
に
書
き
、
広
が
り
と
動

き
を
持
た
せ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

○ 

最
後
の「
の
中
」は
、「
中
」を「
の
」よ
り
も
少

し
右
に
寄
せ
る
。
一
行
目
の
下
に「
八
ら
の
」と

し
、
二
行
目
を「
中
」一
字
と
し
て
も
良
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
羊
毛
筆

墨
＝
和
墨

紙
＝
か
な
用
加
工
紙

※ 

作
品
識
別
の
た
め
、
作
品
下
部
に
教
室
・
氏
名
の
鉛
筆

書
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

涼
し
佐
や　

奈
良
の
大
佛　

八
ら
の
中

須
山
万
寿
先
生
書

（
用
紙 

画
仙
紙
半
折
・
た
て
136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）

か
な
条
幅
（
誌
友
〜
10
級
）

▲
墨

▲
墨

さ
佐（

）

は
八（

）

真
っ
直
ぐ
下
に
向
け
て
書
く

広
が
り
と
動
き

　
　
　

あ
る
字
に

中
心
移
動
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永 井 香 樹 先 生 書

〈
出
典
〉
実
業
家
デ
イ
ル
ド
ー
テ
ン
の
こ
と
ば

〈
大
意
〉 
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

と
に
か
く
手
当
た
り
次
第
に
や
っ
て

み
よ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
失
敗
は

な
い
。

〈
解
説
〉

○ 

平
仮
名
続
き
の
文
節
は
、
読
み
易
い
よ

う
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
線
の
太
さ
や
大
き
さ

　

・
字
間
を
空
け
る

○ 「
な
い
」は
、
大
き
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う

に
し
て
、
し
っ
か
り
と
収
め
ま
し
ょ
う
。

○ 

名
前
は
、
左
の
余
白
の
や
や
本
文
寄
り

に
収
め
ま
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
四
号
羊
毛

　

墨
＝
和
墨　

紙
＝
手
漉
画
仙
紙

試
し
て
み
る
こ
と
に　

失
敗
は
な
い

（用紙　画仙紙半切1/2・たて68cm×よこ35cm）

※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをしてください。

新

和

様
（
八
段
〜
初
段
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

画
数
の
多
い
字
は
、
短
い
線
は
太
め
、
長
い
線
は
筆
勢
を
考
慮

一
行
目
は
字
幅
が
な
い
の
で
ゆ
っ
く
り
と

「
み
」で
筆
圧
を
加
え
て「
み
る
こ
と
」で
捉
え
る広

く



12

（
用
紙　

半
紙
）

ピ
ス
ト
ル
が　

プ
ー
ル
の
硬
き　

面
に
響
く

石 橋 鯉 城 先 生 書

課題は段級別です。ご注意ください。

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

（
解
説
は
20
ペ
ー
ジ
）

新 和 様（１級〜10級）
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〈
用
具
〉 

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、

ボ
ー
ル
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色

　
　
　

 （
鉛
筆
は
不
可
）

〈
用
材
〉
ペ
ン
用
紙
３
行
書
き

正
倉
院
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
駅
と
言
わ
れ
、
古
文
書
や
服
飾
品
な
ど
、

八
千
点
を
越
え
る
宝
物
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

堀
津
節
子
先
生
書

〈解　説〉 ペ�

ン
（
八
段
〜
初
段
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

上
の
文
字
の
収
筆
か
ら
※
印
ま
で
一
文
字
の
よ
う
に
続
け
る

中
心

あ
わ
せ
方

止
め
て

1
2

大
き
さ
注
意

短
く

止
め
て

止
め
て

短
く

ふ
せ
て
止
め
る

広
く

下
げ
な
い

戻
る

小
さ
め

広
く

右
よ
り

右
よ
り

広
く

全
部
を
続
け
な
い

※

※

※

※

戻
る戻

る

小　

さ　

め　

に
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〈
用
具
〉 

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、

ボ
ー
ル
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色

　
　
　

 

（
鉛
筆
は
不
可
）

〈
用
材
〉
不
二
硬
筆
用
紙
２
行
書
き

東
大
寺　

文
化
財　

平
城
宮

あ
を
に
よ
し　

だ
い
ぶ
つ
で
ん

小
島
鳳
洽
先
生
書

〈解　説〉 ペ�

ン
（
１
級
〜
10
級
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

や
わ
ら
か
く

　
　

つ
な
げ
る

3
画
目
へ

ひ
ろ
く

5
字
の
ま
と
ま
り
を

長
大
画

で
も
よ
い

横
に
細
長
く

4
画
を
流
れ
よ
く

寝
か
せ
る

立
て
る

4
画
目
か
ら
連
続
さ
せ
る

あ
け
る

あ
け
る

あ
け
る
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“
一
字
書
っ
て
面
白
い
な
”
─
筆
遣
い
と
筆
字
の
表
現
─　

運
筆
の
極
意
に
迫
る

〝
何
か
こ
の
字
へ
の
想オ

モ
イ
を
込
め
て
書
こ
う
〟

（
随 

意 

課 

題
）　

段
級
に
関
わ
り
な
く
出
品
で
き
ま
す
。

評
価
は
天
と
地
に
な
り
ま
す
。

〈
漢
字
一
字
書
〉（
参
考
作
品
）

〈
平
が
な
一
字
書
〉（
参
考
作
品
）

や
（
こ
の
平
が
な
の
原
字
は「
也
」の
草
書
形
）

也
〈
読
み
〉
ヤ
・
な
り
〈
意
味
〉�

断
定
の
助
字
。
～
も
ま
た
。

　

平
仮（
假
）名
の
筆
使
い
に
は
、
中
国
で
育
っ
た
漢
字
の
草
書
法
の「
筆
遣
い
」の
極

意
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
楷
書
で
は
見
え
に
く
い
の
で
す
が
…
。

　

こ
こ
で
行
草
書
へ
の
展
開
の
鍵
を
見
つ
け
た
い
の
で
す
が
、
活
字
を
手
本
に
し
て
塗

り
絵
の
よ
う
な
字
を
書
け
ば「

」も「

」と
、
牛
の
顔
に
な
る
の
で
す
。
く
わ
ば

ら
〳
〵
。

〈
筆
を
執
っ
て
は
〉

　

先
ず
振
子
の
よ
う
に
カ
ラ
ダ
を
右
か
ら
左

に
振
っ
て
そ
の
反
動
で
①

②

と
書
き
、

次
に
③

④

⑤

〈
仕
舞
は
〉

　

雅
印
は「
や
」か
ら
ハ
ミ
出
さ
ず
に

や
ゝ
小
ぶ
り
な
角
印
で
こ
の
位
置
に
。

漢
字
を
書
き
な
が
ら
平
仮
名
「
や
」
の
面
影
を

　

一
円（
圓
）也な
り

、
二
円（
圓
）也
の
也
な
り
。

　

他
に
漢
文
漢
詩
で
は「
ま
た
」と
い
う
副
詞
と
し
て
使
う
。
平
仮
名
の
「
や
」の
原
字

は「
也
」な
り
。
そ
の
草
書「
や
」か
ら
来
て
い
る
。

書
き
方（
筆
遣
い
）は（

）の
運
筆
に
よ
っ
て
い
る
。
字
形
か
ら

こ
の
呼
吸
を
読
み
取
る
事
が
書
道
の
勉
強
、
修
練
な
の
だ
。　

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
特
選
永
昌

墨
＝
松
鶴
齋
寿　

用
紙
＝
松
雪 

石 橋 鯉 城 先 生 書

※�

一
字
書
に
は
教
室
名
、
名
前
を
左
に
墨
書
せ
ず
、
作
品
下
部
に
教

室
名
、
氏
名
を
鉛
筆
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。
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日
常
の
文
字
を
書
こ
う
！

ペ
ン
字
で
の
10
分
間
練
習
法
（
随
意
課
題
）

奈
良
県

生い

こ

ま駒［
市
］ 

宇う

だ陀［
市
］ 

香か

し

ば芝［
市
］ 

橿か
し
は
ら原［

市
］ 

大や
ま
と
こ
お
り
や
ま

和
郡
山［
市
］ 

葛か
つ
ら
ぎ城［

市
］ 

大や

ま

と

た

か

だ

和
高
田［
市
］ 

五ご
じ
ょ
う條［

市
］ 

御ご

せ所［
市
］ 

桜さ
く
ら
い井［
市
］ 

天て

ん

り理［
市
］ 

（
生
駒
郡
）

安あ

ん

ど堵［
町
］ 

斑い
か
る
が鳩［

町
］ 

三さ
ん
ご
う郷［
町
］ 

平へ

ぐ

り群［
町
］　

（
磯し

城き

郡
）

 

川か
わ
に
し西［
町
］ 

田た
わ
ら
ほ
ん

原
本［
町
］ 

三み

や

け宅［
町
］

（
北き

た
か
つ
ら
ぎ

葛
城
郡
）

 

王お

う

じ寺［
町
］ 

河か

わ

い合［
町
］ 

上か
ん
ま
き牧［

町
］

広こ
う
り
ょ
う陵［
町
］

（
宇う

陀だ

郡
） 

曽そ

に爾［
村
］ 

御み

つ

え杖（
町
］

（
山や

ま
べ
ぐ
ん

辺
郡
） 

山や
ま
ぞ
え添［
町
］

（
高た

か
い
ち市
郡
）

 

明あ

す

か

日
香［
村
］ 

高た
か
と
り取［
町
］

（
吉よ

し

の野
郡
）

大お
お
よ
ど淀［
町
］ 

上か
み
き
た
や
ま

北
山［
村
］ 

川か
わ
か
み上［
村
］

黒く
ろ
た
き滝［

村
］ 

下し
も
い
ち市［

町
］ 

下し
も
き
た
や
ま

北
山［
村
］

天て
ん
か
わ川［
村
］ 

十と

つ

か

わ

津
川［
村
］ 

野の

せ

が

わ

迫
川［
村
］ 

東ひ
が
し
よ
し
の

吉
野［
村
］ 

吉よ

し

の野［
町
］  

新

用
紙　

原
稿
用
紙
20
字
×
10
行

用
具　

ボ
ー
ル
ペ
ン　

つ
け
ペ
ン　

万
年
筆　

デ
ス
ク
ペ
ン

（
）

教　

室　

名

氏　

名
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奈
良
県

生い

こ

ま駒［
市
］ 

宇う

だ陀［
市
］ 

香か

し

ば芝［
市
］ 

橿か
し
は
ら原［

市
］ 

大や
ま
と
こ
お
り
や
ま

和
郡
山［
市
］ 

葛か
つ
ら
ぎ城［

市
］ 

大や

ま

と

た

か

だ

和
高
田［
市
］ 

五ご
じ
ょ
う條［

市
］ 

御ご

せ所［
市
］ 

桜さ
く
ら
い井［

市
］ 

天て

ん

り理［
市
］ 

（
生
駒
郡
）

安あ

ん

ど堵［
町
］ 

斑い
か
る
が鳩［

町
］ 

三さ
ん
ご
う郷［

町
］ 

平へ

ぐ

り群［
町
］　

（
磯し

城き

郡
）

 

川か
わ
に
し西［

町
］ 

田た
わ
ら
ほ
ん

原
本［
町
］ 

三み

や

け宅［
町
］

（
北き

た
か
つ
ら
ぎ

葛
城
郡
）

 

王お

う

じ寺［
町
］ 

河か

わ

い合［
町
］ 

上か
ん
ま
き牧［

町
］

広こ
う
り
ょ
う陵［

町
］

（
宇う

陀だ

郡
） 

曽そ

に爾［
村
］ 

御み

つ

え杖（
町
］

（
山や

ま
べ
ぐ
ん

辺
郡
） 

山や
ま
ぞ
え添［

町
］

（
高た

か
い
ち市

郡
）

 

明あ

す

か

日
香［
村
］ 

高た
か
と
り取［

町
］

（
吉よ

し

の野
郡
）

大お
お
よ
ど淀［

町
］ 

上か
み
き
た
や
ま

北
山［
村
］ 

川か
わ
か
み上［

村
］

黒く
ろ
た
き滝［

村
］ 

下し
も
い
ち市［

町
］ 

下し
も
き
た
や
ま

北
山［
村
］

天て
ん
か
わ川［

村
］ 

十と

つ

か

わ

津
川［
村
］ 

野の

せ

が

わ

迫
川［
村
］ 

東ひ
が
し
よ
し
の

吉
野［
村
］ 

吉よ

し

の野［
町
］  

日
常
の
文
字
を
書
こ
う
！

　
ペ
ン
字
で
の
10
分
間
練
習
法 

③
　
　　 

　

　

地
理
と
速
筆

　

県
名
と
群
、
都
市
名
を
習
い
、
正
確
に
速
く

書
く
練
習
で
す
。
博
覧
強
記
の
目
標
の
下
に
、

漢
字
の
書
き
方
を
学
び
ま
す
。

●
20
字
×
10
行
の
原
稿
用
紙
に

●�

ボ
ー
ル
ペ
ン
か
万
年
筆
、

　

つ
け
ペ
ン
、
デ
ス
ク
ペ
ン
で

●
縦
書
の
流
れ
を
掴
ん
で

●
行
書
で

●
正
し
く　

速
く

今
月
は

　

奈
良
県
で
す

※
ど
の
段
級
の
方
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

　
「
月
別
出
品
券
」
及
び
「
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
」
を

添
付
し
出
品
し
て
く
だ
さ
い

　

ま
ず
は
10
分
間
を
目
標
に

　

試
み
に
こ
の
課
題
を
何
人
か
に
書
い
て
も
ら

い
、
そ
の
か
か
っ
た
時
間
を
計
測
し
て
み
ま
し

た
。
書
道
経
験
を
基
に
し
た
レ
ベ
ル
別
で
は
左

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
10
分
以
内
で
書
け
る
よ
う
に
練
習
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
10
分
書
い
て
も
、
指
や
手
首

が
疲
れ
な
い
よ
う
に
書
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
上
級
者
〉
行
書
で

　

5
分
30
秒
〜
6
分程

度

〈
中
級
者
〉
行
書
で

　

6
分
30
秒
〜
8
分程

度

〈
初
級
者
〉
楷
書
で

　

8
分
〜
12
分���
程
度

月
別
出
品
券
を

貼
る

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券

を
貼
る

20
字
×
10
行
の

原
稿
用
紙
に

書
き
ま
す

半分に
切っても可

コピーした
原稿用紙でも可
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課
　
　
題
　
　
解
　
　
説

漢
字
半
紙
（
誌
友
〜
五
段
）…
…
…
…（
2
ペ
ー
ジ
）

漢
字
半
紙
（
1
級
〜
10
級
）…
…
…
…（
4
ペ
ー
ジ
）

漢
字
半
紙
（
四
段
〜
初
段
）…
…
…
…（
3
ペ
ー
ジ
）

平
城
遷
都

〈
読
み
〉
へ
い
じ
ょ
う
せ
ん
と

〈
大
意
〉 

遷
都
は
天
皇
の
住
む
都
の
場
所
を
別
な
都
へ
移
す
こ
と
。

七
一
〇
年
莫
大
な
費
用
と
労
働
力
を
か
け
て
、
藤
原
宮
か

ら
奈
良
の
場
所
へ
移
動
し
政
治
を
と
る
。
こ
の
基
本
形
は

中
国
長
安
の
都
を
参
照
。

〈
解
説
〉

○
四
文
字
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
く
。

○
行
書
の
運
筆
の
呼
吸
を
学
ぼ
う
。

平
…�

縦
と
横
画
の
伏
仰
法
を
考
え
て
、
点
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
。

城
…�

土
偏
を
小
さ
く
、
旁
の「
成
」を
広
め
に
と
る
。
筆
順
に
留
意

し
て
伸
び
や
か
に
。

遷
…�

画
数
が
多
い
の
で
筆
先
を
活
用
す
る
。
之し
ん
に
ょ
う繞
の
型
を
丁
寧
に

運
ぶ
。

都
…�
左
の「
者
」と
右
の
お
お
ざ
と
を
長
め
に
象
り
、
作
品
全
体
の

調
和
を
図
り
た
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
唐
筆
羊
毫（
四
号
程
度
の
太
さ
）　

墨
＝
松
鶴
斉
壽　

紙
＝
松
風

業
平
道

〈
読
み
〉
な
り
ひ
ら
み
ち

〈
大
意
〉 

平
安
時
代
の
歌
人
で
あ
り
、「
伊
勢
物
語
」の
主
人
公
で
美

男
で
知
ら
れ
て
い
る
在
原
業
平
が
現
在
の
櫟い
ち
の
も
と本（
天
理
市
）

か
ら
高
安（
八
尾
市
）の
河
内
姫
の
も
と
へ
通
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
道
。

〈
解
説
〉

○
三
文
字
を
楷
書
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
く
。

○ 

鋒
先
の
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
、
き
り
っ
と
し
た
書
線
で
表
現

し
よ
う
。

業
…�

筆
写
体
で
は
最
後
を「
ホ
」と
書
く
。
中
心
に
気
を
つ
け
て
バ

ラ
ン
ス
よ
く
ま
と
め
る
。
点
は
三
拍
子
で
。

平
… 

１
画
目
は
仰
ぎ
、
４
画
目
は
伏
せ
る
。
最
終
の
縦
画
は
上
半

身
を
前
傾
に
構
え
、
そ
の
戻
り
の
動
き
で
ス
ッ
キ
リ
し
た
伸

び
や
か
な
線
を
目
指
す
。

道
… 

首
と
之し
ん
に
ょ
う繞
の
組
合
せ
。
１
画
目
を
中
心
か
ら
書
き
始
め
る
と

バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
け
る
。
懐
を
し
っ
か
り
と
と
り
、
最
終
画

は
三
折
法
（
三
つ
の
部
分
）
で
ま
と
め
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉
筆
＝
永
昌
四
号 　

墨
＝
松
鶴
斉
壽　

紙
＝
松
風

観
自
在
菩
薩

〈
読
み
〉 

か
ん
じ
ざ
い
ぼ
さ
つ

〈
大
意
〉 

般
若
心
経
の
冒
頭
部
。
観
世
音
菩
薩
ま
た
観
音
様
と
も
呼

ば
れ
る
観
自
在
菩
薩
が
こ
の
世
の
心
理
を
説
く
。

〈
解
説
〉

◯
半
紙
に
５
文
字
と
教
室
名
、
名
前
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
く
。

◯
基
本
的
な
行
書
と
筆
写
体
の
書
き
方
を
学
ぶ
。

観
… 

冩
經
体
で
は

の
よ
う
に
書
く
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は

常
用
体
で
書
い
て
い
る
。
偏
の
右
側
は
切
っ
た
よ
う
に
そ
ろ
え

て
、
旁
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に（
相
譲
相
避
）。
７
画
目

（
隹
）は
点
を
省
略
し
て
上
か
ら
。

自
… 

小
ぶ
り
で
も
潤
い
の
あ
る
重
厚
な
線
で
。
第
２
画
は
外
側
に

膨
ら
ま
せ
て（
向
勢
）、
懐
を
広
く
。

在
… 

鋒
の
弾
力
を
利
用
し
て
、
６
つ
の
画
の
脈
絡
を
貫
通
さ
せ
る
。

菩
… 

草
冠
を
ソ
・
一
で
書
く
。
長
大
画
を
目
立
た
せ
る
た
め
に
、
他

の
画
は
長
く
し
な
い
。

薩
… 

草
冠
は
タ
テ
・
ヨ
コ
・
ヨ
コ
・
タ
テ
の
４
画
で
書
く
。
２
画
目

と
３
画
目
の
横
画
は
１
本
に
つ
な
が
っ
て
も
よ
い
。
冩
經
体
で

書
く

の
横
画
は
鋒
先
で
サ
ッ
サ
ッ
と
書
く
。

〈
用
具
・
用
材
〉
筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
油
煙
和
墨　

紙
＝
松
雪

鋒
先
を
活
用

1

2

3

1

1

2
3

2
3

4

5

相
譲
相
避

草
冠

点
で
表
現

小
ぶ
り
に

常
用
体

冩
經
体

冩
經
体 向

勢
に

筆
脈
を

つ
な
げ
る

腋
を
上
げ
て

や
わ
ら
か
く

腋
開
く

長
大
画

で

下
に

出
す

4
画
目
ま
で

続
け
る

6
7

反
る

狭
く 旁

は
広
く

1

1
2

3
4

3

2

4

7

8
5

6

長
く

之
繞
は
ゆ
っ
く
り

丁
寧
に

左
右
の

バ
ラ
ン
ス
を

中
心 長

大
画

中
心

①
①

②
② ③

仰

伏

③

三
折
法

筆
写
体

伸
び
や
か
に
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か
な
半
紙
（
誌
友
〜
五
段
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
5
ペ
ー
ジ
）

か
な
半
紙
（
四
段
〜
初
段
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
6
ペ
ー
ジ
）

「
秀
歌
之
體
大
略
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

��

解
説     

浅
野
秋
月
先
生

夕
暮
は
雲
の
者は

た
て
尓に

物
所ぞ

お
无も

ふ　

あ
末ま

徒つ

空
那な

る
人
を
こ
ふ
と
弖て

〈
読
み
〉
夕
ぐ
れ
は
雲
の
は
た
て
に
物
ぞ
思
ふ
あ
ま
つ
そ
ら
な
る
人
を
恋
ふ
と
て

〈
大
意
〉 

夕
焼
け
に
照
ら
さ
れ
た
雲
の
果
て
を
見
て
い
る
と
、
ふ
と
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
し
ま

う
。
あ
の
空
の
向
こ
う
の
人
を
恋
し
て
い
る
の
だ
と
。

〈
出
典
〉「
古
今
和
歌
集
」
巻
第
十
一 

恋
歌
一  

484

〈
解
説
〉

○ 

一
行
目
は
、
短
歌
の
上
の
句
・
5
7
5
で
あ
る
。
冒
頭
の「
夕
暮
は
」の「
夕
」に
含
墨
、

「
暮
」草
体
に
留
意
し
て
渇
筆
に
。「
雲
の
者
た
て
尓
」の「
雲
」に
加
墨
し
て
、
中
心
を
考
え

て
六
字
連
綿
を
心
掛
け
る
。
次
の「
物
所
お
无
ふ
」は
、「
物
」よ
り
左
の
色
合
い
を
見
て

「
お
无
ふ
」を
や
や
重
め
に
表
現
し
た
い
。

○ 

二
行
目
は
、
短
歌
の
下
の
句
７
７
で
あ
る
。「
あ
末
徒
空
那
る
」は
、
連
綿
の
変
化
と
中
心

軸
を
考
え
て
軽
く
流
す
。「
空
」の
文
字
は
大
き
く
和
様
体
を
用
い
る
。
最
後
の「
人
を
こ

ふ
と
弖
」は
、「
人
」に
加
墨
し
て
傘
の
よ
う
に
広
め
て
表
現
し
、
そ
の
余
白
を
生
か
し
て

四
字
連
綿
で
締
め
て
い
る
。
下
に
一
字
分
の
余
白
が
作
品
の
良
否
に
影
響
す
る
。

○ 

全
体
の
構
成
を
観
察
し
て
、
特
に
一
行
目
と
二
行
目
と
の
間
隔
な
ど
仮
名
作
品
の
美
を
探

し
た
い
も
の
。

○ 

全
体
を
見
て
、
漢
字
と
変
体
仮
名
の
使
い
方
並
び
に
、
連
綿
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。

う
ら
三み

わ
ひ�

本ほ

さ
ぬ
曽そ

て
多だ

尓に�

あ
留る

も
の
越を�

こ
ひ
二に

久く

遅ち

奈な

无む�

な
こ
そ
を
し
介け

れ

〈
読
み
〉�

う
ら
み
わ
び 

ほ
さ
ぬ
袖
だ
に 

あ
る
も
の
を 

恋
に
く
ち
な
む 

名
こ
そ
を
し
け
れ

〈
大
意
〉�（
人
の
つ
め
た
さ
を
）恨
み
悲
し
ん
で
、
涙
を
乾
か
す
ひ
ま
も
な
い（
朽
ち
そ
う
な
）袖

さ
え
あ
る
の
に
、（
そ
れ
だ
け
で
も
悲
し
い
の
に
、
そ
の
上
に
）恋
の
浮
き
名
の
た
め

に
、
す
た
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
私
の
名
・
評
判
が
、
な
ん
と
も
ま
あ
、
惜
し
い

こ
と
で
す
よ
。

〈
作
者
〉
相
模

〈
出
典
〉
百
人
一
首（
後
拾
遺
集
）

〈
解
説
〉

○ 

一
行
目「

」、
四
行
目「

」は
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
連
綿
す
る
の

で
は
な
く
、「
ら
」や「
こ
」「
そ
」の
文
字
を
き
ち
ん
と
意
識
し
て
、
リ
ズ
ム
を
つ
け
て
書
き

ま
す
。

○ 

三
行
目
は
、
右
の
広
い
空
間
へ
働
き
か
け
る
よ
う
に
筆
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉
筆
＝
か
な
用
小
筆　

紙
＝
か
な
用
半
紙　

墨
＝
か
な
用
和
墨

※
左
は
し
に
は
、
教
室
名
・
氏
名
を
入
れ
ま
す
。

み（
三
）

ほ（
本
）

空
間
へ
大
き
く

リ
ズ
ム
を
つ
け
て

そ（
曽
）に（

二
）

を（
越
）

少
し
右
へ
動
か
す

右
へ
の
ば
す

く（
久
）
ち（
遅
）
な（
奈
）

け（
介
）

む（
无
）

た（
多
）

「
尓
」の
一
画
目
に
な
る

の
で
、
し
っ
か
り
書
く 筆

を
当
て
る

に（
尓
）

る（
留
）

文
字
を
意
識
し
て

▲

▲

▲

▲
細
長
く 中

心
軸
を
考
え
て
六
字
連
綿

四
字
連
綿

（

）

弖

六
字
を
軽
い
タ
ッ
チ
で

无小
さ
く

大
き
く

1
2

3
4

余
白



20

新
和
様
（
1
級
〜
10
級
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�（
12
ペ
ー
ジ
）

か
な
半
紙
（
1
級
〜
10
級
））……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…�（
7
ペ
ー
ジ
）

字
群
、
全
体
構
成
を
顧
慮
す
る
こ
と
だ
。
片
仮
名

の「
ヒ
」は
あ
い
く
ち
の
よ
う
に
書
か
な
い
こ
と
を

守
り
た
い
。

○ 

片
仮
名
は
日
本
文
字
で
あ
る
。
品
を
保
つ
為
に
、

漢
字
と
あ
る
時
は
少
し
小
さ
め
に
、
楽
に
書
く

こ
と
ゝ
な
っ
て
い
る
。

○ 

活
字
で
は
字
間
も
字
の
大
き
さ
も
漢
字
と
同
じ
扱

い
に
し
て
来
た
が
、
伝
統
書
道
の
表
現
の
観
点
か

ら
す
れ
ば
、
習
慣
上
、
書
き
文
字
を
美
し
く
簡
明

に
し
て
、
感
性
に
訴
え
る
為
に
大
小
を
つ
け
る
。

○ 

大
き
く
、
と
ら
え
て
全
体
の
章
法（
構
成
）を
考
え

た
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
羊
毫
細
長
鋒
（
放
光
）
墨
＝
和
墨　

紙
＝
松
雪

ピ
ス
ト
ル
が　

プ
ー
ル
の
硬
き　

面
に
響
く

こ
の
課
題
を
筆
す
る
に
当
っ
て
の
注
意
事
項
の

い
く
つ
か
を
示
す

○ 

轉
折
の
縦
劃
に
變
わ
る
處
の
筆
遣
い
を
習
う
。「
お

れ
」や「
折
れ
」と
習
っ
た
の
で
は
書
道
に
な
ら
な

い
。
何
故
な
ら
其
處
で
腕
が
開
き
鋒
先
の
使
用
面

が
變
わ
る
の
を
見
逃
す
事
に
な
る
か
ら
だ
。

○ 

片
仮
名
の「
ヒ
」は
、
パ
ソ
コ
ン
で
は「

」
と
、

「
匕
首
」（
あ
い
く
ち
）の
よ
う
な
書
き
方
を
見
る
が
、

手
書
き
や
書
道
の
片
仮
名
で
は「

」と
書
く
の
が

好
ま
し
い
。「
ピ
」は
そ
の
半
濁
音
だ
。
要
は
、
文

　

こ
の
平
が
な
の
単
体
の
練
習
法
は
、
犀
水
先
生
の

髙
等
学
校
の
教
科
書『
書
道
新
鑑
』の
中
で
も
、
そ
の

か
な
部
門
を
担
当
さ
れ
た
安
東
先
生
の
学
書
法
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

安
東
先
生
は
私
達
に
、〝
い
ろ
は
〟そ
れ
ぞ
れ「
い
」

か
ら
20
回
ず
つ
、
先
生
の
お
手
本
を
見
て
書
か
せ
、

そ
の
中
で
一
番
上
手
く
書
け
た
の
に
自
分
で
◯
印
を

つ
け
、
次
に
手
本
を
見
ず
に「
い
」を
20
字
書
か
せ
て
、

ま
た
よ
く
出
来
た
も
の
に
◯
印
を
と
、
そ
し
て
同
じ

方
法
で
終
り
の「
ん
」ま
で
書
き
終
え
さ
せ
ま
し
た
。

最
後
に
は
手
本
を
見
ず
に
い
ろ
は
48
字
が
書
け
る
よ

う
に
と
徹
底
し
た
指
導
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
夏
休
み
に
こ
の
方
法
を
是
非
試
み
て
下
さ

い
。
こ
の
経
験
を
一
度
は
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

 

（
鯉
城
）

者は

尓に

本ほ

登と　

利り

里り

可か

多た　

曽そ

那な

奈な

奈な

◆
9
月
号
課
題
予
告

漢
字
半
紙

　

誌
友
〜
五
段　

万
国
博
覧
会

　

四
段
〜
初
段　

文
化
勲
章

　

１
級
〜
10
級　

 

蔵
屋
敷

か
な
半
紙

　

誌
友
〜
五
段　

 

秋
盤
来
ぬ
と
し
も
な
可
は
尓
過
ぬ
と
や

お
支
ふ
く
風
の
於
と
ろ
可
春
ら
舞

　

四
段
〜
初
段　

 

瀬
を
早
み　

岩
に
せ
か
る
る　

瀧
川
の

わ
れ
て
も
末
に　

逢
は
む
と
ぞ
思
ふ

　

１
級
〜
10
級　

 

ゐ
の
お
く
や
ま　

け
ふ
こ
え
て
あ

さ
き
ゆ
め
み
し　

ゑ
ひ
も
せ
す
ん

扁
額

　

誌
友
〜
初
段　

未
定

漢
字
条
幅

　

１
級
〜
10
級　

 

天
守
閣

か
な
条
幅

　

誌
友
〜
10
級　

遅
れ
ゐ
し　

雁
追
ひ
つ
き
し　

湖
の
空

新
和
様

　

八
段
〜
初
段　

未
定

　

１
級
〜
10
級　

 

未
定

ペ
ン

　

八
段
〜
初
段　

 

遊
園
地「
新
世
界
ル
ナ
パ
ー
ク
」が
誕
生

し
、　

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を
真
似
た
通
天
閣

が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
一
九
一
二
年（
明

治
45
）の
こ
と
で
あ
る
。

　

 

１
級
〜
10
級　

 

現
代
書
展　

漢
字
造
型

し
ん
わ
よ
う　

て
ん
ら
ん
か
い

※
課
題
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

安
東
聖
空
書「
梅
雪
か
な
帖
」よ
り

受
け
て

突
き
返
す

三
角
に

　
 

結
ぶ

広
く

広
く

中
太
り

下
か
ら

受
け
る

広
く

つ
づ
け
る

広
く

（
草
書
の
響
）


